










































































































































































































































































第１面の題字欄には、左横書きで「刊家庭朝日」とある。その下に「THE ASAHI HOME ＆ WELFARE
WEEKLY」と英文題号が記載されている。なお、題号欄左に「一部 10円【月極め25円】／【毎土曜日
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発行・月二回特集増頁】」ともある。なお、要目を示した第一面「◇本号の読み物◇」には、「随筆「軽
石」井伏鱒二」とある。
「來」と「来」が混用され、また、「瀨戸内海」などとする箇所もあるが、概ね、新漢字を使用し、
旧仮名遣いに従う。ただし、促音は小書き。本文に附された標題は「輕石」だが、本文中では「軽石」
と新漢字が使用されている。なお、本文末尾の「（九月七日）」の日附に続いて「＝かなづかい原文通
り」という断り書きがある。促音が小書きされているのは、井伏自筆原稿では促音が多く小書きされ
ていて、この「輕石」も同様だったことによると推測される。ルビなし。23字×60行。「先日、田舎
へ行ったついでに、鞆ノ津といふ港から快足船で釣りに出た。その数日前、新聞の地方版に次のやう
な記事が載ってゐた。／―二十何人の漁師が何そうかの船に分乗出漁してゐると、意外にも網に機
雷が懸かってあがって来た。」と始まる。「私」が乗った快速船は木造で触雷の心配はなかったにして
も、船頭に注意するように言うと、船頭は新聞記事の漁師たちは機雷を引き上げることが目的だった
のだと大笑いした。「「海賊が出るのか」ときくと「出る。」と船頭が云った。」何だか不気味だったが、
船頭は沖に見える走島まで船を進め、そこで「私」は白キスとフグの小さいのを釣った。「その日、
私は鞆ノ津の近くの福山市の駅前旅館に投宿し」て、「入江の埋立地にある小さな酒場にはひった。」
「坊主あたまの先客」は、近頃海賊が増えた理由について、「終戦後に櫻島が爆発したため」で、「も
うせん櫻島が爆発して、軽石がたくさん瀨戸内海に漂流して來た結果、意志の薄弱な青年が、その軽
石を見てゐるうちに海賊を働らく量見を起した」という説を披露した。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
演舞場の『本日休診』
讀賣新聞社（東京都中央区銀座西３ノ１）発行『讀賣新聞』〈朝刊〉第26580号（1950年12月17日）
第４面に掲載。編集印刷兼発行人・田辺則雄。
新漢字・新仮名遣い（ただし、促音は並字）。ルビなし。14字×42行（ただし、二段で組まれた井
伏文中央に、各段の11字×５行分と段間を使って標題・筆者名がある。その分だけ実際の字数は少な
い）。「私は演舞場の「本日休診」を見て、自分があの作品（原作）を書く場合に「会話」の扱いかた
に少し注意が足りなかつたことに気がついた。」と始まる。小説と演劇とのジャンルの相違に言及し
ながらも、「ただ小説（あの原作）では、地の文章で強引に人物の動きを説明しようとしているだけ
である」点が気になったとする。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
「伊東 ドン・マンショ」
讀賣新聞社（東京都中央区銀座西３ノ１）発行『讀賣新聞』〈朝刊〉第26788号（1951年７月９日発
行）の第４面に掲載。編集印刷兼発行人・田辺則雄。
アンケート回答。「書きたい歴史小説／諸家回答」の内。戦国時代、伊東マンショについて長篇を
書きたいと回答。井伏のほか、丹羽文雄・石坂洋次郎・林房雄・坂口安吾・大仏次郎らが回答。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
自信はなかった
読売新聞社（東京都中央区銀座西３ノ１）発行『讀賣新聞』〈朝刊〉第28452号（1956年２月８日発
行）の第７面に掲載。
談話。「芸術院賞本ぎまり／水谷八重子ら10氏」の内。「自信はなかった／井伏鱒二氏」という見出しで、
「【甲府発】井伏鱒二氏は七日定宿の甲府市桜町梅ヶ枝旅館で受賞の喜びを次のように語った。」とい
うリードの後に、井伏の発言を引く。井伏の発言は、「漂民宇三郎」が「前田家の尊啓閣文庫にある
漂流記の写本から書き出した実話小説」で、「ジョン万次郎漂流記」以来「マンネリズム気味だった
ところだからテレている」というものである。「旅先の旅館で喜びを語る井伏鱒二氏＝甲府電送」と
いうキャプション附きの写真を１葉掲載。記事全体のリードでは、７日午後、会員による書面投票開
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票の結果、日本芸術院の恩賜賞・芸術院賞が過半数の得票を得て本決まりになり、５月頃に授賞式が
行なわれる予定とする。
なごやかに贈呈式／井伏氏への野間文芸賞
読売新聞社（東京都中央区銀座西３ノ１）発行『讀賣新聞』〈夕刊〉第32408号（1966年12月19日発
行）第７面の「手帳」欄に掲載。
記事中に談話を引用。17日午後、第19回野間文芸賞贈呈式が東京丸の内の東京会館で行なわれたこ
とを報じるなかで、丹羽文雄・河上徹太郎の祝辞に続いて、受賞作「黒い雨」について「これが小説
かどうかは少々気にかかる。むしろ井伏鱒二編著とした方がいいかもしれない」との文言を含む、井
伏の挨拶を鉤括弧を附して引用する。「野間氏から賞を受ける井伏氏」というキャプション附き写真
１葉を掲載。
郷里岡山に故木山捷平氏の詩碑
読売新聞社（東京都中央区銀座３ノ２ノ１）発行『讀賣新聞』〈朝刊〉第33836号（1970年11月20日
発行）第17面の「レシーバー」欄に掲載。
木山捷平詩碑除幕式を報じる記事中に、除幕式案内状の井伏文を紹介するとともに、除幕式におけ
る井伏の挨拶から、「流行作家ではなかったが、晩年になるにつれ、よい作品をつぎつぎ発表、多く
の人に愛された」という部分などを鉤括弧を附けて紹介する。「詩碑の前で思い出を語る井伏鱒二氏」
というキャプション附き写真１葉を附す。
八ヶ岳仰ぎ、縄文時代しのび／小栗上野介取材では群馬まで―井伏鱒二さん（作家）―
読売新聞社（東京都千代田区大手町１－７－１）発行『讀賣新聞』〈夕刊〉第36653号（1978年８月
17日発行）第７面の「近況」欄に掲載。
訪問記事。長野県・信濃境の井伏の山荘を訪問した記事で、井伏の写真一葉を附す。駅近くや山荘
の様子を記載した後に、縄文時代の遺跡や小栗上野介の取材のこと、また、「徴用中のこと」や戦争
終結に関わる、井伏の談話が鉤括弧を附して引用されている。記事末尾に「（省）」の署名がある。
細石さんの焼物
泥牛・杉本立夫／細石・加藤静允『遊泥二人集』其ノ一（1979年春吉日）の４頁に掲載。発行人・
杉本立夫、編集人・加藤静允、印刷製本・大日本印刷株式会社、限定600部、非売品。
新漢字・新仮名遣い。ルビなし。34字×８行。全２段落で構成「先年、加藤細石さんが一水会の陶
芸部に出品した。古伊万里を写した作品数点であった。」と始まり、「細石さんは使い良い焼物を作り
たいと心がけているようだ。」と結ばれる。本文の後に「昭和五十四年六月／井伏鱒二敬白」とある。
本書は泥牛・杉本立夫と、細石・加藤静允の二人の陶芸作品写真集。細石は加藤静允の号で、中学生
時代の加藤（加藤は1936年生まれ）が書信を以て釣り人としての号を井伏に所望したところ、それに
応えて井伏が細石の号を与えたという。以来、井伏との交流が始まる。京都市に住んだ加藤は、その
後、医学部に進学して、やがて父を継いで小児科の開業医となる。加藤は小児科の領域でも様々に活
躍するが、釣りのほかに、陶芸や絵画の趣味を持つ。加藤と井伏との交わりについては、加藤静允編
集・発行『井伏鱒二書簡集 翻刻版―細石・加藤静允宛―』（2011年４月１日、私家版）に詳し
い。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
猟犬のこと
新潮社発行『河上徹太郎著作集第四巻月報』（1982年２月）の１頁～３頁に掲載。同月報は、新潮
社（東京都新宿区矢来町七一）発行『河上徹太郎著作集』第４巻（1982年２月15日印刷、1982年２月
20日発行、発行者・佐藤亮一、印刷所・東洋印刷株式会社、製本所・神田加藤製本株式会社、定価2700
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円）に挟み込み。月報そのものには、編集人・発行人・印刷人・定価などの記載はない。
『河上徹太郎著作集』第４巻は、帯によれば第６回配本で、帯文には「代表的芸術論27編、キリス
ト教への深い理解を示す名著「新聖書講義」、唯一の創作「高原日記」を収録。」と謳う。帯の背に当
たる部分と、函の平および背には、収録作として「ドン・ジョヴァンニ／新聖書講義」の２篇を掲げ
る。
新漢字（一部固有名詞は旧漢字を使用）・旧仮名遣い。パラルビ。24字×97行（次に引用する冒頭
２字下げの３行分を除く）。冒頭に「―河上君の晩年は猟を楽しみにしてゐたやうだ。学生時代に
も、お父さんに連れられて鉄砲打ちに出かけてゐたさうだ。」という、２字下げでポイントを落とし
た部分を置き、続く第一段落は、「河上徹太郎が「文學界」の同人として編輯を手伝ふやうになつた
のは、二・二六事件のあつた年ではなかつたかと思ふ。あの事件が起つてから、何か知らないが何か
が急激に変つて行くやうになつた。若い作家たちのうちには（私も含めて）方向がわからなくなるの
があつたりして、保田與重郎等の「日本浪漫派」が出る一方には、武田麟太郎等の「人民文庫」が発
刊されたりした。当時、私は気持の上では右往左往ばかりしてゐたやうだ。」と始まる。具体的に描
かれるのは、「その年の夏、八月の末頃から九月の末にかけて、私が甲州御坂峠の茶店に泊つてゐる」
時にやって来た河上が、茶店に飼われていた子犬に目を附け、執拗に売ってくれと交渉したが、結局、
手に入れられなかったという挿話である。初めのうち、その犬は「隧道の馬鹿犬」と呼ばれていたの
ずいどう
であるが、茶店の主人がハチと名付けて訓練を重ねると、立派な猟犬になったという。子犬の頃のハ
チを「見どころがある」と評した河上の言は「言葉の綾だけではなかつた」のである。二代目ハチの
こと、また、猪の捕り方についても触れる。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
赤樫と白樫
加藤静允著『遊泥漫録』（1992年秋発行）の150頁～151頁に掲載。私家本。世話人・児玉正人、印
刷所・こだま印刷所、限定200部、非売品。
新漢字・旧仮名遣い（ただし、促音は小書き）。ルビなし。「先日は皿を御恵送にあづかり有難うご
ざいました。」と始まる。その皿に使われていた模様を幼い頃に「ゲンロク模様」と覚えていたが、
後年（「戦前に田辺製薬がネストンの宣伝のとき」京都へ行く機会があって）、同じ模様を「京都の立
派な家の襖」に見た。そこで拾った「樫の木の実（どんぐりの実）」を持ち帰って自宅の庭に植えた
ところ、ずいぶんと大きな赤樫になり、古くから植わっている白樫と競争になっている、と記す。冒
頭の「拝啓」の１行と、末尾の署名・宛名を除いて、39字×18行。本来は1987年２月附の加藤宛井伏
書簡で、それを「赤樫と白樫」の標題を附して掲載。「あとがき」には、その事情が「井伏鱒二先生
からのお手紙、先生と奥様のお許しを得て使わせいただきました。」と説明されている。
「あとがき」末尾に「一九九二年六月二十一日 夏至／かとうきよのぶ識す」とある。奥附には、
書名が「私家本／遊泥漫録」とあり、また、発行日附に該当する記載は「一九九二年（平成四年）秋」
とだけあり、著者は「加藤静允」とルビ附きで記載されている。
か とうきよのぶ
その後、加藤静允編集・発行『井伏鱒二書簡集 翻刻版―細石・加藤静允宛―』（2011年４月
１日、私家版）に、第131番として掲載されている。
新版全集には未収録。
***** 参考 *****
〔紙彈〕
讀賣新聞社（東京都京橋區築地三丁目一番地）発行『讀賣報知』第24604号（1945年７月４日）第
２面に掲載。編輯兼印刷発行人・田邊則雄。
山梨県甲運村に疎開した井伏が、勤労奉仕にも出掛けて村人に馴染んでいるという近況を報じた記
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事。東京から来た友人が銭湯で靴を盗まれて、甲州が住みやすいと吹聴していた井伏の面目が潰れて
しまった挿話も紹介する。「紙弾」は1943年１月１日から開設された連載コラム名（『読売新聞100年
史』別冊〈資料・年表〉、読売新聞社、1976年11月２日、54頁）で、固有の標題はない。記事中に鉤
括弧附きで井伏の発言も記されているが、井伏家の甲運村疎開を「数年前」とするなど、信頼性に欠
けているところがある。ゴシップ記事の一種と解するべきかと思われる。
